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1 はじめに

県内の転作作物で最も生産量の多い大豆の高付加価値

化を目的に大豆の抗酸化性を調べた。抗酸化性の測定は

従来のDPPH法 に比べ迅速かつ簡易に測定でき、また抗

酸化の触媒効果も調べられるXYZ tt Dを 用いた。

大豆の抗酸化性に影響を与える要因解明を目的に、宮

城県内で栽培された大豆を用いて部位、品種、栽培地、

保存温度とXYZ測定値の関係を調べたので報告する。

2試験方法

①宮城県産大豆のXYZ測定因子

以下の条件についてF厖測定を行った。供試大豆は

表 1のとおり。

・部位 :全粒、種皮、子葉、胚軸

・栽培地 :県内6箇所

・品種 :4品種 (ミヤギシロメ、タンレイ、シナノ

クロ、青大豆 (品種名不明))

・保存温度 :-20℃、5℃、20℃、30℃

OXYZ測定法 (表 2)

3試験結果及び考察

①蛉屹測定条件の検討

表2に示す試薬各l mlを用いて大豆子葉粉末重量の

検量線を求めた。図1のとおり測定重量とXYZ測定値は

ほぼ比例しており、04g以上では試薬による懸濁が困難

になるため測定は03gで行うことにした。

OXYZ測定値の目安

XであるH202がDNA損傷を与える最低濃度はlmM

であり、その時の発光は 30最高輝度lcount/Sec・ /ヒ
・

クセル・lo句と言われているう。これは本報の測定装置、

測定条件では 16平均輝度lcount/Sec・ /mm2.10,り に

相当する。抗酸化性のY値や触媒作用のZ値としてはこ

の数十倍以上を有望の目安において整理した。

③大豆の部位とXYZ測定値

図2に示すように、Y値は、機能性をうたえるレベル

にあり、特に皮に含有される量が多く、全粒の約4倍で

あった。Z値はY値よりもさらに高く、特に胚軸に多く

含有され、全粒の 10倍以上の値を示した。

④栽培地、品種とXYZ評価

表 1のとおり県内6栽培地についてミヤギシロメとタ

ンレイで調べた。図3のとおり、栽培地間で差が見られ、

Y値、Z値では約 2倍異なった。この差は栽培条件、土

壊、天候、収穫後の処理等様々な要因が考えられた。

⑤保存温度とF厖 評価

ミヤギシロメとタンレイについて保存温度と経時変化

を調べた。図4のとおり、14日 経過後でわずかであるが

低温の‐20℃に比べ高温の 20℃、30℃で Z値の低下が認

められた。引き続き 1年経過まで追跡調査をする。また、

Z値を低下させない大豆の保存条件、生育中からの変化

(枝豆→大豆)や収穫時期との関連等について今後調査

を行う。

4まとめ

宮城県産の大豆について、部位、品種、栽培地、保存

温度とXYZ測定値の関係を調べた。Y値は抗酸化性を言

えるレベルにあるが、特にZ値は比較的大きな値である。

部位では胚軸部の Z値が全粒の 10倍以上の値だった。ま

た、栽培地によって数倍異なる例があり、栽培条件、土

壊、天候、収穫後の処理等様々の要因が考えられた。保

存試験でも 20℃、30℃で Z値の低下の兆候がみられ、継

続調査する。
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表 1 供試大豆の品種と栽培地

表 2 XYZ評価の測定条件

:飽和没食子酸in10%7tトア″ ヒド、

:飽和炭酸水素カリウムin10%7tV"・ ヒド

(蕩モ″公ホトニクスリ堅AQUACOSMOS/VIM77ロ システム (VIMカメラC2400-35、

間の発光を積算→単位表面積あたりの平均輝度を計算
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図1測定重量とXYZ測定
(産地 :古川 品種 :ミ‖・シロメ 大豆子葉粉末 :108・
30秒 byミル→ lmメッシュ以下・6回測定の平均値)

ミヤキ・シロメ           タンレイ

図2 大豆の部位 とXYZ測定値 (粉末 0_3υ
健 地 :古川 大豆 108・ 30秒 bv ψ→ lmメ ,シュ以
下・ 6回測定の平均値、胚軸は 2値のみ測定)
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図4 保存温度・ 日数と XYZ測定値
(タンレイ全粒粉末 :108・ 30秒 byミル→ l IImメッシュ
以下・03g・ 5回測定の平均値)

図3 栽培地、品種とXYZ測定値 (全粒粉末 0_3g)
(全粒粉末 :108・ 30秒 by ψ→ lШ メリカ以下・ 6回測定
の平均値)
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ミヤキ シロメ ○☆ ○ ○ ○ ○

○☆ ○ ○ ○ ○ ○

シナノクロ ○

青大豆 ○

☆ :部位と保存温度×期間を実施
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